
資　料（Ⅲ）

入間川におけるpHの上昇について
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1　まえかき

県内主要河川水質調査において、5月に採水した河川

水のpHが上昇して、環境基準を超過した測定地点が数

ケ所あった。しかし、P王1の上昇のために、魚浮上等の

水質異常事故の発生はなかったようである。そのため、

このようなpEの基準超過は、特に荒川水系については、

その地質的要因に起する事も考えられているが、今回の

様に、敷地点が環境基準を越えた事はない、そこで、環

境基準を越えたなかでも、その水利用面で、飲料水痴と

しても重要な役割をおっている入間川について、pEの

詳細調査を行った。又、降雨不足のため、水量が非常に

少なく、流れは停滞し、その水槽は黄土色又は黄緑色を

呈し、通常と非常に異なるので、浮遊藻類の調査も行っ

た。

2　調査地点とその概要

調査地点をFlglに示す。

30肋　　　　　　　　　　　　　　25買血 （荒川合流点より）

霞川

ダ1gl　調査地点

（∋は、阿岩橋である。この上流約1且皿地点で、入間川

に成木川が合流している。両河川とも、非常に汚濁の少

ない河川である。毎年の主要河川の調査結果でも上位に

ランクされる。調査時における阿岩橋の情況は、河川工

事中で流路が狭められて流速は速いが、流量は罪常に少

なかった。水量不足のため水質は悪化しているようであ

った。

②ば、笹井堰下である。この地点における堰からの越

流水は、皆無であった。水は堰の護岸の割目等から、ご

く少量流れていた。堰の上では、農業用水が取水されて

いて、水位は下がり、両岸には底部が露出している所が

点在していた。

③は、豊水橋である。この地点も堰のようになってい

る。越流水は僅少であった。通常に比べれば、その量は

皆無に等しい。流量が皆無に等しいため、流れは、静止

状態であった。

（彰は、富士見橋下流約2007門地点である。この地点

は、渕になっている。慮れは静止状態であった。

（9は、支川の霞川大和惰である。貰川は、汚濁の進ん

でいる河川で、BO工）値（52年度平均水質15ppm）も

高く、入間川に対する影響は大きい。流量は、平常畳も

しくは、やや少量であった。

以上の地点のうち、（乱③、④各粗点は、藻類の発生

が著しく、その水槽は、黄緑色を呈していた。特に、（卦

笹井堰下では、藻類が海綿状に発生して、そのなかを水

が流れていた。③、毎）、⑤は主要河川水質調査の定点で、

毎月水質調査を行っている。

調査日は、昭和53年6月22日である。

3　調査方ブ云

採水を2時間おきに行い、水温、p日、DO、導電率の

経時変化を調べた。またリソ酸イオン、アン㌧モニア性窒

素について4時間おきに調べた。霞川については4時間

おきに採水し、その水質を詞べた。

採取した検体は、ただちに水温、p日の現場測定を行

った。工）○は、現場で固定を行った。工）0の定量、リソ

酸イオン、アン㌧モニア性窒素、導電率の分析は検水を実

験室にもち帰り行った。

分析法は工場排水試験方法JIS KO工02に準処した。
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ただし、アンモニア性窒素については、イすソ電極法ま

たはJIS　王く0102によった。

浮遊藻類については、入間川の各調査地点で、ブラン

クトンネタトを用いて採取した。採取した検体は、ホル

マリンで固定した。検体の一部を、珪藻用検体として、

ルソボに入れ濃硫酸、過酸化水素を用いて有機物を分解

した後、水洗遠沈を繰り返し行い清浄にした。これを試

料として、永久プレパラートを作成し検鏡した。他の藻

類については、直接プレパラート上で検鏡した。

T a ble I　　　阿

ヰ　結果と考察

4．1　水質について

阿岩橋におけるp日の最高値は、76であった。経時

変化は少なく、pEは通常の状態と考えられる。しかし、

DO、導電率に変動がみられ、13：55の採水時、水

は茶色状に濁り、導電率の高値、DOの低下がみられた。

これらの事は水量の減少により人為的汚濁を顧著に反映

している。リソ酸イオン、アンモニア性窒素が高濃度を

示した。結果はTable工に示す。

岩　　　　　　礪

天　　　 候
前　　　 日 は　 れ

当　　　 日 く も り く も り は　 れ は　 れ うす ぐも り うす ぐも り うす く鳴 り く も り く も り く も り 小　 雨 く も り く も り

採　　 水　　 時　　 刻 0 ：0 5 2 ：0 5 4 ：0 0 6 ：0 0 8 ：0 0 1 0 ：0 0 1 1 ：5 5 1 3 ：5 5 1 6 ：0 0 1 7 ：5 5 1 9 ：5 5 2 2 ：0 0 2 3 ：5 5

気　　　　　 温　 （ ℃ ） 2 3 0 2 3 0 2 2 5 2 5 0 2 6 5 2 7 0 3 0 0 2 8 0 2 8 0 2 6 0 2 4 5 2 1 0 2 1 0

水　　　　　 温　 （ ℃ ） 2 3 0 2 2 5 2 2 0 2 1 5 2 3 0 2 4 0 2 7 0 2 7 0 2 5 0 2 4 0 2 2 5 2 2 0 2 1 5

色　　　　　　　　　　 相 無 ／ケ 〟 ／γ ／ケ 〝 ′㌢ 徴 募 〝 〝 〃 〝 〝

p E 7 2 7 2 7．2 7 3 7 2 7 3 7．3 笑 3 7 4 7 5 7 6 7 4 7 2

□ 0 （ p p 皿 ） 5．6 4 ．8 4 9 5 5 6 8 7 2 7 4 5 3 5 8 5 2 4 ．4 4 4 4 3

リ ソ醜 イ オ ン　 （p p ln ） 1 8 1 2 皿 1 7 1 9 2 月

ア ンモ ニア 吐 窒 素 （p p Ⅱり 6 0 3 0 5 0 9 0 9 3 9 3

導 電 率 （〃てん／；戒 ・2 5 ℃ ） 3 5 5 3 3 3 3 1 0 2 9 6 2 8 8 3 7 1 3 6 1 3 8 5 4 2 0 3 8 4 3 6 2 3 7 1 3 6 4

笹井堰下の結果をTableⅡに示す。pEは7時頃よ　　痴）まで達した。そして夜間には、2pp皿迄低下し酸

り上昇を始め14：00に最高に達した。Ⅰ〕○について　　欠状態となった。他の項目の変動は少なかった。

も、同様の経過をたどり最高13・6ppm（飽和度180

Ta ble　Ⅱ　　　笹　　　井　　　堰　　　下

天　　　 候
前　　　 日　 は　 れ

当　　　 日 くも り くも り くも り は　 れ は　 れ は　 れ は　 れ は　 れ うす ぐもり うす ぐもり 両 くも り くも り

採　　 水　　 時　　 刻 0 ：0 0 2 ：0 0 4 ：0 0 6 ：0 0 8 ：0 0 1 0 ：0 0 1 2 ：0 0 1 4 ：0 0 1 6 ：0 0 1 8 ：0 0 2 0 ：0 0 2 2 ：0 0 2 4 ：0 0

気　　　　　 温　 （C ） 2 5 0 2 4 0 2 3 5 2 5 0 2 6 0 2 8 0 2 9 5 3 0 1） 2 9 0 2 6 0 2 3 5 2 3 0 2 2 0

水　　　　　 温　 （℃ ） 2 4 0 2 4 0 2 4 0 2 4 0 2 6 0 2 8 5 3 0 0 2 8 5 2 7 0 2 5 5 2 4 0 2 3 0 2 2＿5

色　　　　　　　　　　 相 教 灰 黄 ／ケ ノケ 〝 ノケ ノタ 〝 ／γ 〝 ノ′ 〝 〝 〝

p とⅠ 7 4 7 4 7 4 7 4 8 5 9 0 9 3 9 5 9 3 8 6 7 6 7 4 7 3

D O （p p 血 ） 2 2 1 9 1 6 2 9 9 2 1 1 9 1 3 6 Ⅰ3 3 1 0 2 5 5 2 9 2＿7 1 8

リソ酸 イ オ ン （p p m ） 0 7 3 0 ．6 4 0 5 7 0 4 6 0 6 0 0 7 2

アンモニア 性 窒 素 （p p m ） 1 3 0 8 0 5 0．4 2歎 0 9 1 4

導 電 率 （〟てシ㍍ ・25℃ ） 3 3 5 3 3 2 3 3 9 3 4 1 3 3 0 3 2 1 3 1 7 3 0 9 3 1 5 3 2 5 3 4 1 3 4 0 3 4 0

欒7ユノール法

皇水橋の結果ばTableⅢに示す。pEは調査開始時　　昇を始めた。そして、pHの変動は小さいが、日中には

の夜間から高かった。そしてDOも過飽和状態であった。　最高10．1となった。DOは164ppm（飽和度21・0

その後わずかに低下したが、p臥00ともに6時以後上　　帝）まで達した。

T a ble　Ⅲ　　　豊　　　　　　水　　　　　　橋

天　　　 候
前　　　 日　 は　 れ

当一　　　 員 く も り く も り く も り は　 れ は　 れ うすぐもり は： ：れ は　 れ うすぐも り うす ぐもり 雨 くも り く も り

採　　 水　　 時　　 刻 0 ：0 0 2 ：0 0 4 ：0 0 6 ：0 5 8 ：0 5 1 0 ：0 0 1 2 ：0 0 1 3 ：5 5 王6 ：0 5 1 8 ：1 0 2 0 ：0 0 2 2 ：0 0 2 3 ：4 5

気　　　　　 温　 （C ） 2 5．0 2 4 5 2 4 0 2 6 ．0 2 （う0 2 8 5 2 9 5 3 0 0 2 9 0 2 （i 5 2 3 0 2 2 J】 2 2 ．0

水　　　　　 温　 （C ） 2 7 5 2 7 5 2 7 0 2 7 0 2 7 5 2 7 5 2 8 5 2 9 5 2 8 ．5 2 8 0 2 7 5 2 7．0 2 6 0

色　　　　　　　　　　 相 実　 意 ／／ ノソ 〝 〝 ノ′ ／／ J′ 〟 ノン 〝 ノγ 〝

p H 9 5 9 3 9 2 9 2 9 6 9 5 9 6 1 0 ＿1 1 0．0 9 4 9 1 9 ．2 9 ．3

D O （p p Ⅱ】） 1 4 1 1 4 0 1 2．0 1 0 8 1 1 6 1 2 5 1 4 8 1 6 4 1 5 0 1 3 6 1 1 7 9 6 8 9

リ ソ酵 イ オ∵／ （p p t丑） 0 ．2 6 0 2 7 0 ．4 ユ 0 3 1 0 3 2 0 3 9

ア ンモニア性 窒 素 （p p 皿 ） 0 1 ＜ 0 0 5類 0 1 7禁 ＜ 0 ．0 5 類 ＜ 0 0 5 泉 0 2 0瀬

t 導 革 （〟め ・盗 ℃） 2 6 9 2 6 5 2 6 7 2 6 4 2 6 7 2 6 7 2 6 9 2 6 7 2 6 9 2 6 4 2 6 7 2 6 8 2 7 1

躾フェノール法
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富士見橋の結果はTableⅣに示す。pHは最高が

8．5であった。Ⅰ〕○の経時変化は、非常に大きかった。

p王iの上昇と伴にDOの増加という経時変化を示した。

導電率、リソ酸イオン、アソモニア性窒素は、、高濃度で

Ta ble　Ⅳ　　　富

あった。これは、入間川の流量がほとんどないために、

直接流入する排水と霞川の水質を直接反映しているもの

と考えられる。

士　　　見　　　積

天　　　 候
前　　　 日 は　 れ

当　　　 日 くもり くもり くもり は　 れ は　 れ は　 れ は　 れ は　 れ くも り くもり 雨 くも り くも り

採　　 水　　 時　　 刻 0 ：0 0 2 ：0 0 4 ：0 0 6 ：0 0 8 ：0 0 1 0 ：0 0 1 2 ：0 0 1 4 ：0 0 1 6 ：0 0 1 8 ：0 0 2 0 ：0 0 2 2 ：0 0 2 4 ：0 0

気　　　　　 温　 （C ） 2 5 0 2 4．0 2 3 0 2 3 0 2 5 0 2 7 0 2 8 5 30 0 2 8 5 2 5 0 2 Ⅰ．0 2 0 0 2 0．0

水　　　　　 温　 （C ） 2 6 5 2 5 5 24 5 2 4 5 2 4 5 2 6 0 2 7 0 2 7 5 2 7 5 2 7 0 2 6＿0 2 5 5 2 4．5

色　　　　　　　　　　 相 黄　 緑 ノ′ ノγ ノケ ′／ ノ㌢ ノン 〝 〝 〝 ノγ 〝 一ケ

p E 7 4 7 2 7 1 7 0 7．0 7 4 7 8 8 5 8 4 7 9 7 き γ4 7 2

D O （p p m ） 2 7 1 5 1 0 0 9 2 8 6 7 1 1．2 1 3 8 1 3 0 1 11 6 1 4．4 3（）

リソ酸イオ ソ （p p lE ） 1 9 2 1 2 1 2．0 1．7 1 7

アンモニア蛙窒素 （p p m ） 2．0 2 1 1 6 円 13 1 9

導 電 率 （〃てブ／ぺれ・お℃） 4 5 2 4 40 4 2 0 4 0 4 3 8 7 3 6 7 3 4 0 3 4 1 3 5 2 3 7 4 4 6 0 4 3 1 4 4 1

霞川大和橋の結果はTableVに示す。この川には、

各瞳排水が流入し、水質は悪い。工）○は、導電率にみら

れる水質に対応すると思われる。即ち、夜間が悪く昼間

がよく、pEはDOの増加している6時に低下した。

T a bl（∋　Ⅴ　　大　　和　　橋

天　　 辰

前　　 日 i士　 れ

当　　 日 く も ウ は　 れ うす ぐ も り は　 れ うナ ぐも り 】ま　 れ

採　 水　 時　　 刻 2 ： 0 0 6 ：0 0 1 0 ：0 0 1 4 ： 0 0 1 7 ： 4 5 2 2 ：0 0

気　　　　 温 （ ℃ ） 2 4 5 2 6 0 2 8 0 3 0 0 2 6 5 2 2 J）

水　　　　 温 （ ℃ ） 2 5 0 2 4 S 2 6 5 2 9 5 2 9 5 2 4 0

色　　　　　　　 相 ■？・■章　 子 ノ／ 美　 禄 弊 黄 緑

p E 7 6 7 1 8 1 8 4 7 1 7 4

D O （p p m ノ 4 2 5 6 7 6 7 3 4 0 3 6

リ ／ 酸 イ オ ／ b p頑 1 9 1 7 1 4 1 3 1 3 2 3

基 ソ ギ ニ ア 崇 （p p m ）

3 8 3 1 3 0 1 4 2 5 3 9

導 電 率 （”乞 ．2 5 ℃ ）
6 0 9 5 1 7 4 6 4 4 3 4 5 6 3 6 2 8

入間川4地点のpE、DOの経時変化を、Flg－2、3

に図示する。図から明らかな様に、笹井堰下、富士見礪

は非常に・蜘こ経過を示し、pK、工○がそれぞれ関連して

D
。
脚
1
　
1
．
1

O Z　　▲　　6　　8　10　12　14　い；18　20　32　24（時間）

Flg　3　DOの経時変化

いると考えられる。豊水橋も同様と考えられるカ＼その

p壬i変動は少なかった。

ヰ．2　浮遊藻類について

入間川における各地点で、主に観察出来た浮遊生物を

TableⅥに示す。水が静止状態の笹井堰下、豊水橋、

富士見楕において、簸藻類HydrodlCtyOn retl－

culatum、Scenedesmus quadrlCaude、藍

藻類虻1CrOCyStlS Sp．0slllatorla－　Sp等

が大量に発生していた。これはtt水の華’’といわれる藻

類である。そのために、水橋ば黄緑色を呈していると

考えられる。そしてこれらの藻類は、その代謝作用によ

り、日中は、酸素を大量に放出し、夜間は呼吸作用にり

り　DOを消費する。
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T a bl（）Ⅵ　入間川における浮遊生物

地
点
名

門 種　 名　 又　 は　 属　 名
地
点
名

門 種　 名　 又　 は　 属　 名

阿

岩

原　 生　 動　 物 A r ce l l e　sp ．

豊

水

橋

原　 生　 動　 物

E u d or l n a S p ．　 廿

A r c e l l a s p ・

E u p l o 七e s s p －

…． ：■・　■’宰　 ■‘，

O s c l l l a 七or i a s p ■

Lァn g b ァa sp ・

M I cT O C y S 七1s s p ・
縮　 形　 動　 物

L e c an e l 11n a　　　 ＋

B r a ch l o n lユS C alァC if l o r u s ＋

A s p l a n c h n a p r i o d o n t a　 ＋

ケ　イ 藻 植 物

M e l o s l r a v a r i a n s

C e r a t，O n e i s a r c u s v ．

V au C h e r i a e f ． c a p i 七a ta

藍　 藻　 植　 物

M i c r o c y s t l s　s p ・　　　　　　　 侶

C o c c o n e i s　p la c e n t・u l a　　　 ＋ S cy 七on em a　s p ・

N av I C u l a　d e cu s s i s M e r i s m o p e d i a　s p ・

橋

N av i c u l a c i n c 七a e f o r m l S

N a v．i cu l a v i r l d u l a f ．　　Ca p 土t a ta

C h r o o c o c c u s　sp ・

緑　 藻　 植　 物

S ce n e d e s m u s　 q u ad r l C a u d a 十汁

C y mb e l l a　s l nu a 七a 〝　　　　　 l o n g l S p l n a

N l七z s cb l a　d l ss l p a t a 〝　　　　　　　 Ca r in a 七u s

〝　　　　 f ru s t u l u m P e d l a S t，r u m　du p l e x　　　　　　 ♯

〝　　　　　 p a le a C l o s t e r l u m d i a n a e

S c h r o e d e r l a S e t l g e r a

T e t r a e d r o n m i n i m u m　 ＋

篭

井

t

上

藍　 藻　 植　 物 M I Cr O C y S t l s　sp ・

鼻　 薬　 植　 物

H I Cr O S p O r a l u m l d u l a

ケ　イ　藻 植 物

M e lo s l r a　V ar l a n s

O e d o g o n l u m　s p ・ Cy cl o t e l l a　ku 七z i n g l a n a

P e d i a s t r u m　du p l e x S y n e d r a　u l n a

S p i r o g y r a　s p ・ 　 〝　 r u m p e n S

N i t z s c h l a f、ru s t u l u 皿　 廿　〝　 p a l e a

ケ　イ　藻 植 物

M e l o s i r a　v a r l a n s

C y c l o t e i l a　k u 七z in g l a n a ク　　　　　　 f o n 七主c o l a

F r a g l l a r l a　c o n s 七m en s　V ・ B a c l l l a r l a　p a 工1ad o二Ⅹa

　 も1n o d l s

C （⊃C C On e i s p l a c e n t u l a

〝　 〝 Ⅴ●1 1n e a t a
〝　 〝 Ⅴ・eu g ly p t a

R h o I c o s p b e n l a C u r V a 七a

日y d r o s e r a　t二rlq u e 七r a

富

士

見

凍

原　 生　 動　 物 Eu d or i n a　s p ・

藍　 藻　 植　 物
M I c ro c y s t i s　s p ・　　　　　　　 ＋

F m s 七r l a v u l g a r l S

Ⅳav I cu l a p u p u l a

ク　 Cr アp t OC e p h a l a

O s c l l l a t o r i a　s p ．　　　　　　 ≠

轟　 藻　 植　 物

Pe d l a S t r u m　 b o ry a n u m

C y m b e l l a　v en t r i c o s a 〝　　　　　　 d u p le 二X

G om p h o n e m a　p a rv u l u m S c e n e d e s m u s c a r l n a t a S　〃　　 lo n g l S p l n a　 ＋

ノ7　　　　 〝　　　　Ⅴ． m l cr o p u s 〝　　　　　　　　　　　m a X lm u S

　 〝　 a p l Ca t u m

N l t z s c b l a d l S S i p a t a　 ＋

ク　 f o n t i c o l a

”　　　　　　 qu a d r l C a u d a　 ＋

ケ　イ　藻 植 物

Cy cl o t e l l a　k tlt Z i n g l a n a

〝　　　 f n ユS tu l u m　　　 ≠ A s te r l O n e l l a　gr a c i l l l rn a

〝　　　 p a l e a　　　　　　 ＋ C o cc o n e i s　p ed i cu l u s

S u r i r e l l a　te n e r a 〝　　　　　 P l a ce n t，u la

B a c i l l a r i a　p a r a d o x a N a v i c u l a c u s p i d a t a

” Cl n C t a e f o r m l S

ク p u pu l a　 ＋
u r h y n c o c e p h a l a

G o m p h o n e m a a p I C a t u m

N i t z s c h i a p a l e a　 ＋

〝 a Ci cu l a r l s
ク C lau s l l

笹

井

藍　 藻　 植　 物 M i c r o c y s t i s　s p ・　　　　　 ≠

緑　 藻　 植　 物
E y d r o d l‡≡言；冨u la t。m　　 冊

ケ　イ　藻 龍 勿

Cy c lo t e l l a　k ilt 2：in g l a n a

N a v i cu l a　p u pu l a 〟　　　　 d ls s l p a 七a

t

下

〝　　　　 r hy n c o c e p h a l a・ 〃　　　　　 f m s tu l u m

G o m p h o n e汀1a p a r V u l u m

ノケ　 〝　Ⅴ． m l C r O p u S ≠

ク　 a p l Ca tu m
N l セヱS Cb i a p a l e a

Jy　　 k u t2：in g l a n a

C y m a t・Op l e u r a s o l e a
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5　結　　論

以上の調査結果より、pEの環境基準超過については、

TableⅦに示す如く、4月下旬より5、6月の降雨不

足のため河川の流量が異常なほど低下した。そして栄養

塩類の濃度上昇をまねいた。その結果、水質は富栄養と

なり、水流の停滞した所に藻類が異常発生した。通常水

のpEは、そこに溶解する炭酸ガスのために炭酸を生じ、

解離して酸性となるが、自然界では含有する炭酸石灰

等により、重炭酸カルシウムを生じ弱アルカリ性となる。

この状態は、水中の炭酸と重炭酸塩の均衡で保たれる○

ところが今回の様に、産額が大量発生すると、日中の炭

酸同化作用により、水中の炭酸が消費されて、その均衡

が失われてアルカリへ傾く、そのため炭酸同化作用の活

発な日中にpEが上昇し、DOの過飽和をまねいたと考

えられる。

Tabl（∋　Ⅶ　　降　　雨　　量

場 所

月

飯　　 能 （1） 秩　　 父 （2）

旬 旬 計 月　 計 平 年 比 平　 年 匂 計 月　 計 平 年 比 平　 年

4

上 8 3

1 30 1 3 9 8

48

5 8

5

1 11 1 5 74中 54

下 13

上 18

68 0　4 3 13 9

2 4

2 9

ロ

朗 O　S7 皿
中 4 1

下 ロ

6

上 ヨ）

65 0　3 0 2 14

2 4

6

亜

76 0　42 178中 9

下 2 6

（1）虎能市前ケ質1－1終末処理場

（2）秩父市近戸町3【38　秩父測候所

熊谷地方気象台発行　埼玉県気雇月報による

おわりに、本調査については、水質保全課水質保全係

の協力をえた事を感謝します。

－2　6－


